




Témoignage sur la Guerre et/ou Histoire d’amour
Hiroko SATO
Abstract
La Douleur, “Journal” de Marguerite Duras a été publiée en 1985. Nous trouvons la version 
originelle de La Douleur dans les Cahiers de la guerre, rédigés par l’auteure entre 1943 et 1949. Ils 
sont composés de quatre petits cahiers dont les deux ont été rendus fameux par le préambule où 
l’auteure évoque, en 1985, les “armoires bleues de Neauphle-le-Château”. Elle a dû commencer 
à écrire ce Journal en 1946, c’est à dire plusieurs mois après le retour de Robert Antelme, arrêté 
par le Gestapo le 1er juin 1944 et déporté en camp de concentration. Ce Journal décrit le conﬂit 
psychique d’une femme qui souhaite le retour de Robert L., et qui, tout en espérant le retour du 
mari, dans le même temps souffre d’amour pour D (Dionys Mascolo). 
Au début Duras a appelé La Douleur “La Guerre” qui constitue une des expériences les 
plus importantes de sa vie. Nous allons donc réﬂéchir au sens de La Douleur : Témoignage sur la 
guerre ou bien histoire d’amour ?














































































































































































圧が一段と激しくなった 1944年 6月 1日，アンテルムは妹のマリー・ルイーズとともに政治
犯としてゲシュタポに逮捕される。彼はフレーヌの監獄からコンピエーニュの政治犯刑務所を
経て，10月 1日にドイツのブーヘンヴァルト強制収容所へ護送される。1945年 4月 4日にカ
ンデルスハイムへ移送され，その後 14日にビッターフェルトを出発，27日にダッハウ強制収
容所に到着する。つまり彼は 14日から 27日までの 13日間をダッハウへの護送途中の家畜列
車の闇の中で過ごしたことになる 15。彼が家畜列車の中にいた 13日間はちょうどデュラスが






























































































 1 『苦悩』の初演は 2008年 11月 25日，パリから南西へ 20キロのサン＝カンタン＝アン＝イヴリンの劇場。
その後，フランス各地の 40以上の劇場で上演され，日本では 2011年 2月から 3月に京都，東京，静
岡の各地で上演された。
 パトリス・シェロー（Patrice Chéreau, 1944−）：フランスを代表する演出家，映画監督。1976年，バ
イロイト音楽祭で上演したワーグナーの『ニーベルングの指輪』で高い評価を得てその地位を確立。
2001年の『密約』でベルリン国際映画祭金熊賞，2003年には『兄との約束』で同銀熊賞を受賞。




 2 ヤン・アンドレア（Yann Andréa, 1952−）：1980 年のデュラスとの出会いから亡くなるまでの 16年間，
彼女と生活を共にする。代表的な作品に『マルグリット・デュラス　閉ざされた扉』（M.D., 1983），
『デュラス，あなたは僕を（本当に）愛していたのですか．』（Cet Amour-là, 1999），『このように』（Ainsi, 
2000）がある。
 3 Institut Mémoires d’Edition Contemporaine （IMEC）：文学関係の未公開文献を収集保管するフランス
最初の民間の研究所。1988年末にパリ 7区に創設，1998年に 9区へ移転，2004年 9月からカーン市
郊外のアルデンヌ修道院を改築し完全移転。宿泊施設のある研究所として公開している。
 4 Duras, Marguerite: Cahiers de la guerre et autres textes, Edition établie par Sophie Bogaert et Olivier Corpet, 
P.O.L/Imec, 2006. 全体は「大理石模様のピンク色のノート」（“Cahier rose marbré”, 1943），「二十世
紀のプレスノート」（“Cahier presses du XXe siècle”, 1946−48），「百ページノート」 （“Cahier de cent 




 6 Duras, Marguerite: La Douleur, P.O.L, 1985, préambule. 以下，本書からの引用はすべてこの版を使用し，
本文中に頁のみを記す。
 7 『苦悩』の序文で「ロベール・Lを待っている間にこのテクストを書いたとは考えられない気がす
る」，また 1985年 4月 17日付の『リベラシオン』でマリアンヌ・アルファンに「私の考えでは，『苦
悩』を書き始めたのは，私たちが強制収容所体験者のための治療施設に行った時に違いない」（Duras, 
Cahiers de la guerre et autres textes, p.9）とデュラス自身が述べていることから，ロベール・アンテルムが
帰還（1945年 5月） して数か月後の 1946年から 1947年にかけてと考えられる。
 8 日記中のロベール・Lは夫のロベール・アンテルム（Robert Antelme, 1917−90）を指す。
 9 Entretien avec Marguerite Duras, “Dans les jardins d’Israël il ne faisait jamais nuit”, Cahiers du Cinéma 
374, Editions de l’Etoile, juillet-août 1985, p.9. Libération, 17 avril 1985.
10 日記中の Dはデュイオニス・マスコロ（Dionys Mascolo, 1916−1997）を指す。








14 フランソワ・モルランは 1981年から 1995年まで二期 14年間フランス第五共和政第四代大統領だっ
たフランソワ・ミッテラン（François Mitterrand, 1916−96）の変名。レジスタンス組織の長の一人で
あったミッテランには，当時の金で 25万フランの懸賞金が賭けられていた。
15 Cf. Antelme, Robert: L’Espèce humaine, Gallimard, 1957.
16 Duras, La Douleur, préambule.
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